
防災気象情報の活用について

徳島地方気象台



極端な雨の変化傾向
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⽇降⽔量100mm以上の年間⽇数⽇降⽔量100mm以上の年間⽇数 ⽇降⽔量200mm以上の年間⽇数⽇降⽔量200mm以上の年間⽇数 ⾬の降る⽇（⽇降⽔量1.0mm以上）
の年間⽇数

⾬の降る⽇（⽇降⽔量1.0mm以上）
の年間⽇数

• “⾮常に激しい⾬” や⼤⾬の頻度は増加傾向。
• ⼀⽅、降⽔⽇数は減少傾向。

1時間降⽔量50mm以上の年間発⽣回数1時間降⽔量50mm以上の年間発⽣回数 1時間降⽔量80mm以上の年間発⽣回数1時間降⽔量80mm以上の年間発⽣回数

⾮常に激しい⾬︓滝のように降る⾬
猛烈な⾬︓息苦しくなるような圧迫
感があり、恐怖を感じるような⾬



今年 接近または上陸した台風の経路
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第10号

第12号

第16号

第11号

第9号

第7号

第6号

第13号
1951年の統計開始以来
• 7⽉に第1号が発⽣（2番⽬に遅い）
• 北海道への年間2回上陸（再上陸を含めて
3回）は初めて

• 東北地⽅の太平洋側からの上陸は初めて
• 年間6個上陸は歴代2位タイ
• 台⾵第16号は徳島県内に被害もたらす



⼟砂災害

写真︓国⼟交通省HP

⼟⽯流
⼭腹、川底の⽯や⼟砂が⻑⾬や
集中豪⾬などによって⼀気に下
流へと押し流される。
上流での⼤⾬により下流域が⼟
⽯流に襲われる場合もある。

がけ崩れ
地中にしみ込んだ⽔分が⼟の抵
抗⼒を弱め、急激に斜⾯が崩れ
落ちる。

⾬の降り⽅や降る場所によって、もたらされる災害が異なる

内⽔氾濫
河川の⽔位の上昇や流域内の多量の降
⾬などにより、河川外における住宅地
などの排⽔が困難となり浸⽔する。
特に川が増⽔している場合は、いつも
より少ない⾬でも浸⽔しやすくなる。

外⽔氾濫
内⽔氾濫の対語として、河川の氾
濫を「外⽔はん濫」ともいう。
上流の⼤⾬による川の増⽔や氾濫
にも注意を払う必要がある。

浸⽔害 洪⽔害

⼤⾬ 地域で起こり得る災害
を事前に把握してお
くことが⼤切
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大雨による主な災害 写真：国土交通省



段階的に発表する防災気象情報

⻯巻注意情報
記録的短時間
⼤⾬情報
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週間天気予報

⼟砂災害警戒情報

天気予報

気象警報・注意報
（⼤⾬に関する）徳島県気象情報

台⾵に関する気象情報（台⾵予報）

3時間前

3⽇前5⽇前1週間前

随時に発表

（⼤⾬）特別警報
災害につながるような
気象（現象）の発⽣が

予想される場合

定期的に発表
天気分布予報

ナウキャスト
（降⽔・雷・⻯巻）

降⽔短時間予報

指定河川洪⽔予報
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・防災気象情報は、発⽣するおそれのある現象のスケールを踏まえ、予測可能性に応じて段階的に発表。・防災気象情報は、発⽣するおそれのある現象のスケールを踏まえ、予測可能性に応じて段階的に発表。
・現象の発⽣まで猶予時間のない情報ほど、できるだけ時間、区域、程度を明記した内容。



気象情報（警報･注意報に先立って発表）

【内容】
予想される注意警戒期間
⾬量や⾵速等の最⼤値
更にその先の⾬量予測も記述

・「警報や注意報に先⽴って現象を予告し、
注意を呼びかける」役割があります。
・24時間から2〜3⽇先に災害に結びつく
ような激しい現象が発⽣する可能性のあ
るときに発表。
・その後も注意報や警報を補⾜する
情報として随時発表。

台
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平成２８年 台風第１２号に関する徳島県気象情報 第３号
平成２８年９月３日０５時３０分 徳島地方気象台発表

（見出し）

強い台風第１２号の北上に伴い、四国地方には暖かく湿った空
気が流れ込むため、徳島県では３日昼前から南部を中心に雷
を伴った激しい雨が降り、５日にかけて大雨のおそれがありま
す。
（本文）

～ 途中略 ～
［雨の予想］
４日の１時間雨量（多い所）
北部、南部ともに ４０ミリ
３日０６時から４日０６時までの２４時間雨量（多い所）
北部 ７０ミリ
南部 １５０ミリ

［防災事項］
土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水、落雷、突風に注意。



注意報(警報の発表が見込まれる場合はその旨を明記)

・注意報は、災害が起こるおそれのあるときに発表
・市町村単位で発表
・警報の発表が⾒込まれる場合は、その旨を記述

台

これ大事！

キーワード 「○○に注意してください」
東みよし町   3時間 60ミリ
三好市   3時間 110ミリ

大雨注意報発表基準（例）

【内容】
予想される注意期間 ○⽇明け⽅から ○⽇夜遅くにかけて
現象のピーク時間 ○⽇明け⽅から ○⽇昼前まで
⾬量や⾵速等の最⼤値 １時間最⼤⾬量 ４０ミリ
特記事項 ⼟砂災害注意 浸⽔注意

【注意報の種類】
⼤⾬（⼟砂災害・浸⽔害）、⼤雪、強⾵、波浪、⾼潮、雷、他※1

※1 その他の注意報：風雪、濃霧、乾燥、なだれ、低温、霜、着雪

三好地域

北部 ：三好地域



警報(重大な災害のおそれに警戒呼びかけ)

・重⼤な災害が起こるおそれのあるときに発表。
・市町村単位で発表。

台

【内容】
予想される警戒期間 ○⽇明け⽅から ○⽇夜遅くにかけて
現象のピーク時間 ○⽇明け⽅から ○⽇昼前まで
⾬量や⾵速等の最⼤値 １時間最⼤⾬量 6０ミリ
特記事項 ⼟砂災害警戒 浸⽔警戒

これ大事！

キーワード 「○○に警戒してください」

大雨警報発表基準（例）

東みよし町   3時間 160ミリ
三好市   3時間 160ミリ

【警報の種類】
⼤⾬（⼟砂災害・浸⽔害）、洪⽔、⼤雪、暴⾵(雪)、波浪、⾼潮

三好地域



・⼤⾬警報が発表されている状況で、⼟砂災害発⽣の危険度が⾮常に⾼まったときに、
対象となる市町村を特定して都道府県と気象庁が共同で発表
・ 明記された市町村は、避難の必要な⼟砂災害が、いつ発⽣してもおかしくない状況が
間際に迫っている（すでに発⽣しているところがあるかもしれない）ことを意味する情報
・ 警戒が必要な市町村の中で危険度の⾼まっている領域をメッシュ情報で確認して下さ
い。

土砂災害警戒情報・土砂災害警戒判定メッシュ情報

⼟砂災害警戒判定メッシュ情報

これ大事！

施設の周辺で危険度が

高まっていないか確認！



記録的短時間大雨情報

・⼤⾬警報を発表中、府県内で数年に⼀度程度しか発⽣しないような短時間の⼤
⾬を実際に観測・解析したときに発表

徳島県記録的短時間⼤⾬情報 第１号
平成２８年９⽉２０⽇１０時４８分 徳島地⽅気象台
発表

１０時３０分徳島県で記録的短時間⼤⾬
阿南市付近で約１２０ミリ
⼩松島市付近で約１1０ミリ

実際に観測・解析した場所と降⽔量を列記

これ大事！
記録的!?地域にとって稀な量の雨が降っている。
重大な災害が起こる可能性あり！
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発表基準
北部 １時間雨量 １１０ミリ
南部 １時間雨量 １２０ミリ



発表した特別警報等の種類

記者会⾒を開いて、気象庁本庁の予報
課⻑が最⼤級の警戒を呼びかけ。

特別警報（最大級の警戒呼びかけ）

「特別警報」が発表されないからといって安心することは禁物です

特別警報が発表されたら、身を守るために最善を尽くしてください

○警報の発表基準をはるかに超える豪雨が予想され、重大な災害の危険性が
著しく高まっている場合に発表。

○既に重大な災害が発生している可能性があるため、特別警報を待って避難を
開始するのではなく、特別警報が出た時点で既に避難が完了していることが
望ましい。避難することが危険な状態のときは、無理をせず家の中で比較的
安全な場所にとどまってください。

明るいうち
に避難所へ

逃げ遅れたら
⾼い建物に



気象庁ホームページ
に全ての情報を掲載
しています。

気象台が発表する防災気象情報の伝達

気象庁
ホームページ

報道機関

気象庁本庁

市町村・消防本部など

民間気象事業者
通信事業者

地方公共団体
大学・研究機関
企業施設など

関係省庁等防災関係機関

J-ALERT

総務省消防庁

地方気象台等

警報・注意報等
の防災気象情報

１７７
電話サービス

気象会社の中にはメールで
送ってくれるサービスをして
いるところもあります。

社会福祉施設

都道府県

民間気象業務
支援センター

広報車や防災無線などで放送さ
れるほか、都道府県や市町村
の中にはメールで送って
くれるサービスをして
いるところもあります。

テレビ（データ放送（“ｄボ
タン”）でも多くの情報が
入手可能）やラジオなど
で放送されます。
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気象台からのお願い

いざという時、先を見越した行動を！
積極的対応という意味。
１）疑わしいときは行動せよ

被害報告等を待って状況がはっきりするまで動かないという態度はいけない

２）最悪事態を想定して行動せよ
たいした事はないと勝手に判断したり、希望的観測をしてはいけない

３）空ぶりは許されるが見逃しは許されない
空振り覚悟で積極的に行動（避難）すべき

という３つの原則に則った対応が必要。

様々な気象情報をご活用いただき、
早め早めの対応をお願いします！
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徳島地方気象台

注意報、警報の発
表状況が⼀⽬でわ
かります

気象警報・注意報
台⾵情報
⼟砂災害警戒情報等の
重要な情報あり
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情報をいち早く入手するために ～気象台ＨＰご案内～


